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ま え が き 
 

 フリーター・ニートに象徴される若年不安定就労の問題に対する社会的な関心の高まりか

ら、現在、各方面で若者の就労支援・キャリア形成支援が行われている。なかでも、学校教

育段階の若者に対するキャリア教育・キャリアガイダンスの取り組みは大きな広がりを見せ

ている。 

 特に、日本のキャリア教育・キャリアガイダンス施策の大きな特色は、学校内外の様々な

関連諸機関の連携によって行われている点にある。中学校における職場体験学習に示される

ように、日本のキャリア教育・キャリアガイダンスは、学校の中で行われるのみならず、地

域の企業や経営者団体、ハローワークなどの公的機関・NPO などとの連携によって行われて

いる。 

 こうしたなか、改めて、その重要性が認識されているのが、キャリア教育・キャリアガイ

ダンスにおける保護者の役割である。現在、保護者は、様々な立場で学校のキャリア教育・

キャリアガイダンスに関わっている。家庭にあっては親であり、子どもに対する家庭教育の

主体である。しかし、同時に、社会人としては職場体験先として子どもを迎える受け入れ先

でもある。また、地域では他人の子どもを含めた若者を取り巻く地域住民でもある。 

 そのため、保護者が現状のキャリア教育・キャリアガイダンスをどのように考えているの

かは、今後の日本のキャリア教育・キャリアガイダンス施策の行く末を占う上で極めて重要

な要素となる。現状において、保護者が子どもの将来に寄せている期待とは何か。そして、

子どもが育った先にある社会をどのように考えているのか。子どもにどんな能力を身につけ

させたいと考え、学校にどのような教育を期待しているのか。そのために、社会人として、

地域住民としてどんな面で貢献できると考えているのか。 

 本報告書では、以上のような問題意識を背景に、子どもの将来とキャリアガイダンスに対

する保護者の意識について幅広く検討を行った。本報告書が若年者のキャリアガイダンスの

今後を考える上で基礎的な資料を提供することができれば幸いである。 
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